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 As the sequel of a series of the study, this paper analyzes the arrangement of the multistory 
apartment building in Taipei City. The main conclusions are as follows. 
 1. The unit of building can be classified into 4 types. The majority pertain the Staircase type. 
Since the late 1980' s, the Hall type has become the main stream. Despite that, the numbers of unit 
for the standard floor also tend to decrease. 
 2. The building form can be classified into 5 types. The majority belongs to the Board type, and 
the second is the Point type. Since the 1990' s, however, the Point type has gradually decreased at
the public housing and the private housing tends to increase. 
 3. Most of the building layout is the Parallel type and the Independent type. However, since the 
1980' s, the Parallel type at the private housing and the Independent type at the Public housing 
have largely decreased. Meanwhile, since the 1990' s, the common space has become one of the 
major features of the large-scale multistory apartment building.
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献 ・統計資料 ・設計図面の収集 とヒア リング調査 ・
アンケー ト調査等により,公共住宅政策の基盤であ
る 「国民住宅条例」が公布 された1970年代以降30
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多数開発〕とい う基本的性格がみ られ ること,③1980
年代後半以降も公共部門の供給量は増加傾向にある





1戸あた り面積の拡大 と高層化お よび建蔽率 ・戸数
密度の縮小 とい う傾向がみ られること等を明 らかに
した.
これ を踏 まえて本稿 では,収 集 した図面 を基 に
「(住棟)ユニ ッ ト形態」「住棟形態」「住棟配置形式」
のそれぞれ を類型的に整理 し,その年代別 ・敷地面
積別特性を把握する と同時に,それ らの相互関係に
よって大規模積層集合住宅団地の住棟構成の実態を
明 らかにす ることを目的 とするものである.また,
前稿 と同様,台湾 における公共部 門の位置づけを明















(8)団地基 準 階ユ ニット数
(9)団地住 戸 数
(10)住棟ユニ ット数














































































































































































(注)共用空聞の面積が 「階段踊り場」程度に限られるものを 「階段室型」、それ以上を 「ホー ル型」とした。
表3住 棟 形 態 の 類 型
世 型 み 型




























(注)ユニット形態が階段室型 ・ホール型 ・ホー ル拡張型で、ユニット数がtつ のものを 「塔状型」とした。
2.1住 棟 構 成 の基 本 指
標
類 型化 に先 立 ち,住 棟
構 成 に 関わ る数 量 的基本
指標 の推 移 を示 した もの
が表1で あ る.既に知 られ
て い る よ うに,台 湾 の共
同建 て積 層 集合 住 宅 にお
い て は住棟 平 面 がい くつ
か の 「ユ ニ ッ ト(単元)」に
区分 され て お り,住 空 間
の構成 は 〔住 戸→ ユ ニ ッ
ト→住 棟→ 団 地〕'とい う
段 階 的 な構成 を示 して い
る.そ の相 互 の 関係 を数
量 的視 点 か ら整 理 した も
のであ る.
全 体 平均 で み る と,団
地住 棟 数(公 共4.7・民 間
2.7)・団地 住戸 数(公 共
335・民間134)および ユ
ニ ッ ト住 戸数(公 共4.0・
民 間2.2)につい ては公 共
が民 間 の約2倍 程度 の 値
を示 し,団 地ユ ニ シ ト数
(公共83・民間60)・団地
基 準階 ユ ニ ッ ト数(公 共
,12.3・民間8.5)・住棟 住戸
数(公 共71・民 間50)に
つ いて は公 共 が民 間 の約
1.5倍程度 の値 を示 してい
るの に対 して,階数(公 共
8.7・民 間8.6)につ いて は
大 きな差 が み られず,住
棟 ユ ニ ッ ト数(公 共17.6・
117
民間22.5)と住棟基準階ユニ ッ ト数(公 共2.6・民
間3.2)については逆に民間の方が多 くなってお り,
団地規模 ・住棟規模 に公共 ・民間の違いがあるのみ




と減少 を繰 り返 してはい るものの,90年代以降,近
年の動向として団地規模に関する項 目は増加傾向で






2.2住 棟 構 成 の類 型 化
(1)ユニ ッ ト形態 の類 型化
ユ ニ ッ ト形態 につ いて は表2に 示 す4大分 類(6小
分類)に 整 理 で き る.公 共 で は階段 室型33%,ホー
ル型27%,廊 下型21%(と くに回廊型),ホ ール 拡
張型19%のよ うに分散 してい るのに対 して,民間で
は階段 室型 が70%以上 を 占めて い る.
このユニ ッ ト形 態大分類別 にユ ニ ッ ト住 戸数 を示
した ものが 図1で あ り,民 間で は9割 弱 が 「2戸」で
あるが,公 共 では 「2戸」と 「4戸」に分 化 して5戸
以上 も1割 を超 えてい る.ま た,公 共で は階段 室型
《ホー ル型 く廊 下型 くホール 拡 張型 の順,民 間では
階段室型 くホール 型 くホール 拡張型 《廊 下型の順 に
ユニ ッ ト住戸数 が多 くな って い る.
廊 下 型
階 段 室 型
ホ ー ル 型
ホ ルー拡張型










































































































































公 共 民 間
図4.住 棟 形 態 別 にみ た 住 棟 住 戸数.

















































































類)に 整理で きる.公共 ・民間 ともに板状型が4～
5割,塔状型が3割弱を占めてお り,それ に次 ぐのは
公共では帯状型(と くに雁行型),民間では囲み型
(とくにL字型 とコ字型)となっている。この住棟形
態大分類別 に住棟基準階ユニ ッ ト数,住棟階数,住
棟住戸数をそれぞれ示 したものが図2～図4である.
住棟基準階ユニッ ト数(図2)については,公共 ・
民間 ともに1～2ユ ニ ッ トを中心 としなが らも6ユ
ニッ ト以上までの広が りをみせ,3ユニ ッ ト以上の
割合は民間の方が多 くなっている.また,公共では
塔状型(定 義上1ユニ ッ トに限 られ る)<帯 状型 く
板状型 く囲み型 く自在型の順 にユニ ッ ト数が多 く
なってい るのに対 して,民間では自在型のユニ ッ ト
数のみが際立って多 くなっている.
住棟 階数(図3)については,4～7階を中心 とし
なが らも15階以上(民 間は20階以上)ま で多様 で
あるが,板状型住棟の階数が際立 って低い(4～5階
が約7割 を占める)点は公共・民間に共通 してい る.




住棟住戸数(図4)に ついては,基 本的に公共 〉
民間であるが,公共では塔状型く板状型 く帯状型 く
囲み型く自在型の順 に住戸数の違いも大きい(基本




続いて,住棟形態別にユニ ッ ト形態を示 した もの
が図5である.塔状型住棟がホール型 を中心に階段
室型 とホール拡張型のユニ ッ トで構成 され る点は公
共 ・民間に共通 してい るが,そ の他は公共 ・民間そ
れぞれ住棟形態 ごとに独 自の傾向を示 してお り,公
共では板状型を除く全ての住棟形態でホール型およ
びホール拡張型が主要なユニ ッ ト形態 となっている
のに対 して,民間では 自在型 を除 く全ての住棟形態
で階段室型が主要なユニ ッ ト形態 となっている.
(3)住棟配置形式 の類型化
台湾における大規模積層集合住宅団地の住棟構成
は極 めて多様で複雑 であるが,こ こでは,図6に 例
示す る方式に よって各住棟 の軸線(建物長軸方向の
中心線)と その配列形式(平 行 ・縦列 ・直交の組合
せを基本 とす る)に注 目し,表4に示す6大分類(9
小分類)に 整理 した.
公共 ・民間 ともに平行型 ・複合型 ・単独型 を中心
に多様 な構成 をみせているが,民間では平行型(と
[コ単独型 日 単純平行型 圏 平行推移型 口 縦列型








■ 平直型 國 平縦型
公 共 民 間図7.団 地住戸数別にみた住棟配置形式

































Eコ 片廊下型 團 回廊型 ■ 階段室型
ESホ ール拡張型
[]塔 状型[コ 板状型 ■■ 雁行型 團 弧型











e≡】 単独型 匿ヨ 単純平行型 匡ヨ 平行推穆型
[]縦 列型 ■ 平直型 薩ヨ 平縦型















これを団地住戸数別 に示 したものが図7で ある.
公共では住戸数の増加 にともなって主要な住棟配置
形式が単独型→平行型→複合型(とくに平直型 と平
直縦型)および 自由分散型へ と推移 していく傾向が
明確 に現われているのに対 して,民間では(ほぼ同
様の傾向がみ られ るものの)変化が小 さく,部分的
に逆転傾 向を示 している.
3.年 代別にみ た諸特性





























合 計 全 体
Z単 独型B単 純平行型 囲 平行推移型 口 縦列型 ■ 平直型
團 平縦型 自 平直縦型 囮 ～部斜交型 団 自由分散型










公 共 民 間
図10.年代 ・敷地面積別にみた住棟配置形式
[]塔状型 匿1板状型 口 雁行型 圏 弧型 團 蛇行型











団地基準階ユニ ッ ト数(b)にっいて も基本的 に
、公共 〉民間であるが,90年代以降,公共 ・民間とも


































平行型が年代 とともに減少 して複合型お よび縦列
型 ・一部斜行型等が増加傾向をみせている(単独型
の変化 は相対的に小 さい).
す よ うに,公共 ・民 間 ともに小規模 面積 帯(3000～
5000㎡未満)で は板 状型,大 規模 面積 帯 で は塔 状
型お よび 帯 状型(と くに雁 行型)の割 合 が相 対的 に
高 い点 が共 通 して い る.また,囲み型 は公 共 の 中間
面積 帯(5000～10000㎡未満)に 目立 ってい る.
4.敷 地面積別にみ た諸特性
4.1敷地面積別 にみた住棟配置形式
既 に前稿1)で敷地面積別 にみた住棟数 ・住戸数 ・
建築面積 ・延床面積 ・建蔽率 ・容積率 ・戸数密度等
の特性 を示 し,①敷地面積増加 にともな う戸数 ・延
床面積等の増加傾向は公共 に顕著 であること,②
従って敷地面積増加 にともな う低密度化の傾 向は民
間に顕著であること等を示 した.これ を踏まえて,








形式が最 も多様 な構成(単独型か ら複合型 まで同程
度に分散)を 示 してい る.
続いて,敷地面積による違い さらに年代 ごとに示
したものが図10である(デー タ数 を考慮 し,年代 ・




るが,70年 代 の 民 間 にお い て は大規模 面積 帯







4。2建 蔽 率・容積率 との関係
上述の住棟配置形式 と建蔽率 ・容積率の関係を
それぞれ年代別に示 したものが図12である 健 蔽
率は3段 階,容積率は4段 階に大 区分 した).まず
図最 下段 の全体でみると,建蔽率にっいては,公共
　　　 　む　
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(注)各数値 は団地 数に対する住棟 数の比率(100=1団地あたり1棟)を 示す。
121
では建蔽率30～50%未満 の中間帯が主要であるの
に対 して民間では50%以上 と30%未満 の両極 に分
化す る傾向がみ られること,公共では 〔単独〕の建
蔽率が突出して高い点を除いて住棟配置形式による
建蔽率の違いは小 さいのに対 して,民間では〔平行〕




率が突出 して高いこと(かつ公共 ・民間の差が小 さ
いこと),民間の 〔自由〕の容積率が最 も低いこと等
が読み取れ る.









み られず,とくに公共 においては一部 の例外を除い
て80年代以降む しろ高密度化の傾向をみせ ている.
ただ し,公共 ・民間ともに 〔単独〕の容積率が最も
高い点 と民間の 〔自由〕の容積率が最 も低い点はほ
表7敷 地 面 積 別 に み た 住 棟 配 置 形 式 と住 棟 形 態 の 対 応 関 係
公 共 民 間




















































では 〔複合〕以上に低建蔽率であ りなが ら小規模面
積帯では 〔単独〕に匹敵 して高建蔽率 とい うよ うに
公共 とは逆の傾 向をみせている.
容積率については,民間では敷地面積増加 にとも








平行 ←直 交「'÷㌦:帯:・}ン:・kニー ■■1
平行 ←縦 列[:三:::謹 測 ■■■■■■■
平行+痘交や縦列瞳[::::】■■■■■■■■■■■■E:三匠江:::]■■■■■■■
一部斜 交型[遮 亙2囎:]■ 圏■■
自由分散型1クをZイ・懐灘 麟 翻 ■
公 共 民 間
図14住棟配置形式別にみた空間構成
日 単一核型 【コ複数核型 團 小核分散型 團 核連接型 ロ 部ー核型 ■ 非核型
7・年 代[翌麗■■■■■■■■■■0■ ■■■■■■■■■■
















凡例:[::コ住 棟 ⑳ 共用空聞









































公 共 民 間 公 共 民 間
図16.空間構成タイプ別にみた建蔽率 ・容積率

















が,板状型が とくに 目立っのは一部斜交型 と平直縦
型、塔状型が とくに 目立つのは平直縦型 と自由分散





型 と自由分散型,蛇 行型住棟 は平直縦型 ・平直型 ・
平行推移型 に目立っている.以上 を総 じてみて,公
共部門で最も多様 な住棟形態がみ られ る配置形式は
「平直型」とい うことにな り,逆に特異な傾 向をみせ
る配置形式 として 「縦列型(塔状型住棟 の比率が相




共に比 して少ない(た だ し,平直縦型 ・平縦型 ・一
部斜交型では合計数 が400%を超 えている)が,い
ずれの配置形式で も公共以上に多様な住棟形態に分
散 してお り,とくに平行型 と一部斜交型 における分
散傾 向(住棟形態の多様性)が 目立っている.また,
公共にはみ られ ない対応関係 として,雁行型住棟 が
平直縦型 ・一部斜交型 に目立っ こと,L字型住棟 が
平行推移型 ・平直縦型 にも目立っこと,ロ字型住棟
が平縦型 ・一部斜交型 ・自由分散型 に目立っ ことが








①70年 代 の板状型住棟への集 中傾向は全形式に
おいて公共の方が強 く,民間の方が住棟数が少ない
中にあって多様な住棟形式への分散傾向がみ られる.






③90年 代には公共 ・民間ともに全ての形式 にお
いて主要な住棟形態が板状型か ら塔状型へ と変化す
るが,公共では帯状型 ・囲み型 も板状型を大 きく上
回るのに対 して,民間では逆に下回るか同程度にと
どまっている.




続いて,対応関係 を敷地面積別 に示 したものが表
7であ り,主要な傾向的特性は以下の とお りである.
① 小規模面積帯における板状型住棟への集中傾向
は公共 の方が強 く,民 間では全形式 において帯状
型・囲み型住棟への分散傾向が相対的に強 くなって
いる(例外 として公共の 〔複合〕における囲み型住
棟の高 さがあげ られ る).塔状型住棟にっいては,公
共では 〔平行〕,民間では 〔複合〕に目立っている.
② 中規模面積帯 については,公共では全形式にお
いて板状型が減少 して多様化(と くに帯状型 ・囲み

















したが,最後 に,2棟以上で構成 され る住宅団 地の
みを対象 として,戸 外共用空間(居 住者 の交流の
「核」となる広場的戸外空間で、単純 な通路や駐車
場を除く)の有無 とその形態に注目して,団地の空
間構成 を表8に 示す6タ イプに整理 した.公 共で
は,非核型は37%にとどま り,小核分散型,単一核
型,核連接型,一部核型等 に多様 に分散 しているの
に対 して,民間では非核型が45%を占め,また,単
一核型26%への集中の度合 いが相対的 に大き く
なっている.
これを住棟配置形式別 に示 したものが図14であ
る.公共 ・民間に共通 した傾向(空間構成 タイプ と
住棟配置形式の対応関係 の強さ)と して,〔単一核
型:平直型〕〔小核分散型:縦列型,平行推移型〕〔核
連接型:平 直型,自 由分散型〕〔一部核型:平 直縦
型,平 行推移型〕〔非核型:平 直縦型,平 縦型,一
部斜交型〕 とい う結びっ きの強 さが伺われる.逆
に,公共 ・民間の違 いが とくに顕著な傾向 として,
①単純平行型において公共は単一核型、民間は非核






続いて年代別 ・敷地面積別 に示 したものが図15
である.公共 ・民間 ともに年代による違いは極 めて
大きく,両者 とも70年代には非核型が8～9割以上





相対的に高い点が80年代 の共通 した特性 となって
いる.




割合が高 く,面積増加 にともなって両者が減少 して
核連接型 ・一部核型が増加する(中規模面積帯では
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あるが,ユ ニ ッ ト形態 ・住棟形態 ・住棟配置形式 ・
空間構成のいずれでみて も,民間部 門が階段室型住
棟ユニ ッ ト(ユニッ ト住戸数2戸),板状型住棟,単
独型お よび単純平行型住棟配置,非核型および単一
核型空間構成にそれぞれ相対的には集中 しているの
に対 して,公共部門はそれ以外のタイ プにも多様 に
分散 してお り,住棟構成要素の観点か らみれば公共
部門の多様性の方がより大きく顕著であることが伺









との関係 を含めてさらに検討 を加 えることを今後の
課題 としたい(例えば住棟形態の多様性 は,高密度
条件下での住棟ユ ニッ ト内住戸の開 口面積確保 と
いった現実的課題 とも関っている).
② 上記のように住棟構成は基本的に多様ではある
が,その特性は公共 ・民間 ともに年代に よって大き
く規定 されてい る.両者 に共通す る大 きな変化の趨
勢 としては,住 棟そ のものについては 〔基準階ユ
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ニ ット数の縮小化〕〔ホールあるいはホール拡張型
へのユニ ッ ト形態の収敏化(ユニッ ト住戸数2～4
戸程度への収敏化)〕〔高層化〕〔板状型住棟か ら多
様化を経て塔状型住棟の一般化〕とい うむ しろ「住
棟 を小 さく高 く」とい う方向への収敏化の傾向で
あり,一方,住棟配置形式 ・空間構成 については,
住棟 そのものの変化にともな う 〔低建蔽率化(容




とい う 「戸外共用空間の拡充」を含 めた多様化 の
傾向が顕著 となっている.また,項目により程度の
差はみ られ るものの,民間では このよ うな変化が
90年代 に急激 に進展 しているのに対 して,公共で
は80年代前半か ら徐 々に進行 している点か らみ
て,集合住宅計画 における公 共部門の先導性が一
定程度存在す ることが伺われる.た だ し,90年代
以降の塔状型住棟の普及や低建蔽率化の傾向は民
間部門の方が より大きく顕著 となってお り,上記
の立地 ・敷地形状 との関係 とともに経済的 ・階層
的視点からの分析 を加 えることも今後の課題 とし
たい.
③ 一方,住棟形態 ・住棟配置 ・空間構成および建
蔽率 ・容積率の実態は敷地面積 によっても強 く規
定 されてお り,公共・民間ともに敷地面積増加 にと
もなって単純な板状型住棟や単独型 ・単純平行型





傾 向的特性は必ず しも一様ではな く,と くに容積
率お よび空間構成の敷地面積別特性については公
共 と民間の違いが大きく現われている.この点も
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